吉崎の嫁おどし（肉附面）の伝承 : 蓮如伝説の一断面 by 藤島 秀隆
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
六
月
、
加
賀
の
一
向
一
摸
が
蜂
起
し
て
守
護
富
樫
政
親
を
攻
め
滅
ぼ
し
て
以
来
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
は
五
百
年
に
当
る
。
石
川
県
内
に
お
い
て
は
、
一
向
一
摸
関
係
の
資
（
史
）
料
展
の
開
催
な
ど
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
私
ど
も
が
所
属
す
る
加
能
民
俗
の
会
で
は
、
そ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
『
蓮
如
さ
ん
ｌ
門
徒
が
語
る
蓮
如
伝
承
集成』（Ａ５判三一八ページ）を刊行したが、百四十七話収録され
て
い
る
。
｜
読
す
る
と
蓮
如
上
人
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
第
八
代
法
主
）
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
が
脈
々
と
し
て
継
承
さ
れ
生
き
続
け
て
き
た
こ
と
を
知
る
。
そ
の
背
景
と
風
土
を
探
る
と
、
現
今
、
北
陸
地
方
が
真
宗
王
国
と
い
わ
れ
て
い
る
実
態
と
極
め
て
密
接
な
関
わ
り
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
六
十
年
『
石
川
県
統
計
書
』
に
よ
る
と
、
県
下
の
宗
教
法
人
に
な
っ
て
い
る
総
寺
院数は一、四一一一三か寺であり、そのうち浄土真宗は九六八か寺（全
体
の
約
七
○
％
）
で
あ
る
。
因
み
に
真
宗
の
内
訳
は
本
願
寺
派
一
○
一
、
大
谷
派八六四か寺である。
往昔、蓮如が比叡山衆徒（山門の悪僧たち）の弾圧にもめげず近
江
か
ら
北
陸
地
方
へ
と
遊
化
し
て
、
新
た
に
布
教
活
動
の
拠
点
と
定
め
た
越
前
国坂井郡吉崎の地に坊舎を建立したのは文明一一一年（一四七二七月
吉
崎
の
嫁
お
ど
し
（
肉
附
面
）
の
伝
承
ｌ
蓮
如
伝
説
の
一
断
面
は
じ
め
に
て
あ
り
、
四
年
後
の
文
明
七
年
二
四
七
五
）
八
月
に
は
吉
崎
を
退
去
し
て
い
る。以後、現在に至るまで地元の門徒衆による蓮如への尊崇並びに
真
宗
寺
院
に
対
す
る
勧
進
と
合
力
等
が
、
真
宗
発
展
に
大
い
に
寄
与
し
て
き
た
ことは論を俟たない。
さ
て
、
北
陸
に
お
け
る
蓮
如
伝
承
を
糊
及
す
る
と
、
そ
の
根
源
は
お
お
む
ね
藩
政
時
代
に
成
立
し
た
寺
院
由
緒
書
・
寺
院
縁
起
・
地
誌
類
、
更
に
明
治
時
代
以
降
に
公
刊
さ
れ
た
郡
誌
等
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
代
の
蓮
如
伝
承
は大別すると、①蓮如讃仰をいっそう増補した伝説、②詳細な物語
風寺院縁起が要約化した伝説、の二種に分けることができる。本稿
では、紙幅の都合もあるので②の伝承として「吉崎の嫁おどし二肉
附面）を俎上に載せ若干の考察を試みたいと思う。
一
二
一
十
四
輩
順
拝
図
会
』
等
の
伝
承
（１）
真宗大谷派、河内、専教寺の了貞の著『一一十四輩順拝図ムェ』（享
和一一一年〈一八○一一一〉刊）巻之二に収録されている「嫁おどし肉附面」
の
大
要
は
次
の
と
お
り
て
あ
る
。
越前の国にこの臆という所に与惣治という貧しい百姓があった。
妻とともに日ごろ吉崎御坊へ参って蓮如上人の教化を受けていた。
与惣治に老母があったが、樫貧邪見な性質で、夫婦が法義を喜ぶの
藤
島
秀
隆
Z８
ま
い
丁
いつ陣叩ごと
た
が
や
し
く
ち
ぎ
り
を
怒
り
、
「
売
僧
坊
主
の
偽
言
に
た
ら
宍
ご
れ
ん
よ
り
耕
転
に
力
を
尽
く
し
、
こ
の世の貧苦を遁るべし」などと夫婦を責めていた。夫婦がさまざま
に
言
い
な
だ
め
、
信
心
を
勧
め
た
が
、
老
母
は
全
く
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
二
月
一
一
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
与
惣
治
は
所
用
で
前
日
か
ら
家
に
い
な
か
っ
た
。
妻
だ
け
が
日
暮
れ
頃
い
つ
も
の
よ
う
に
吉
崎
へ
参
つ
う
ぶ
す
な
た。老母は今夜こそ嫁を懲しめ信心を止め宍ごせようと思い、産生神
の
社
に
納
め
て
あ
っ
た
鬼
女
の
面
を
奪
い
取
っ
て
、
そ
の
面
を
顔
に
押
し
当
て
、
半
白
の
髪
を
頭
上
に
ふ
り
乱
し
、
白
か
た
び
ら
を
引
き
か
ぶ
っ
て
、
嫁
の
帰
る
道
で
待
ち
か
ま
え
て
い
た
。
「
汝
蓮
如
坊
が
偽
り
に
惑
は
さ
れ
、
雑
行
雑
修
と
て
神
仏
を
疎
か
に
し
、
親
の
心
に
そ
む
く
を
も
っ
て
白
山
権
現
の
命
を
蒙
ふ
り
、
た
だ
い
ま
こ
れ
ま
で
出
で
た
る
ぞ
。
前
非
を
改
め
御
山
参
り
を
止
ま
り
老
母
の
心
に
随
は
ず
ん
ば
、
夫
婦
と
も
つ
か
み
殺
さ
ん
」
と
い
っ
て
お
ど
か
せ
ば
、
気
の
弱
い
嫁
は
怖
れ
て
言
う
と
お
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
、
考
え
待
っ
て
い
た
。
亥
の
刻
（
午
後
十
時
頃
）
ば
か
り
に
与
惣
治
の
妻
は
ひ
と
り
弥
陀
の
御
名
を
唱
え
な
が
ら
帰
っ
て
来
た
。
老
母
は
薮
の
中
か
ら
「
女
待
て
」
と
声
か
け
踊
り
出
よ
う
と
し
た
が
、
着
物
の
裾
を
い
ば
ら
に
引
き
か
け
、
少
し
ひ
ま
ど
っ
て
い
る
間
に
、
嫁
は
恐
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
い
つ
さ
ん
に
逃
げ
去
っ
た
。
老
母
は
失
敗
を
大
い
に
残
念
が
り
、
ま
た
次
の
夜
こ
そ
驚
か
そ
う
と
思
い
、
面
を
離
そ
う
と
し
た
が
離
れ
な
か
っ
た
。
両
手
で
力
に
ま
か
せ
て
引
い
て
も
動
か
ず
、
耳
鼻
も
ひ
し
ひ
し
と
肉
に
付
い
て
生
れ
な
が
ら
の
鬼
女
の
よ
う
に
な
っ
た
。
浅
ま
し
さ
と
身
も
だ
え
す
る
の
に
、
手
足
さ
え
枯
木
の
生
え
た
よ
う
に
な
っ
て
一
歩
も
動
くことができなかった。
嫁は一目散にわが家に走り帰ったが、老母がいないので心配して
いるところへ与惣治も帰宅し、妻の物がたりに驚いた。これはきっ
と
母
は
、
今
夜
お
ま
え
が
一
人
で
帰
る
の
を
心
配
し
て
迎
え
に
出
た
の
で
あ
る
うと、夫婦で急いでさがしに出た。かの竹薮の所に人影があるので
近寄って与惣治が声かけると、応えるその声は老母であるが、姿は
鬼女であった。老母が涙をとどめかねて訳を語るのを聞いて、与惣
治は「たとえ海山の罪業といえど徴悔すれば消滅すると聞いている。
これより御山（吉崎御坊）へ参詣し、蓮如上人の勧化を聴聞しよう」
といえば、老母も一念発起して先非を悔い、両手を合わせ「宗祖聖
人、現当の蓮如上人許させたまへ。南無阿弥陀仏」と高声に念仏を
唱えると、鬼女の面ははらりと地に落ち、すくんでいた手足も動き
始めた。これより三人は直ちに吉崎に参り、蓮如上人に拝謁して、
事のよしを申し上げ教化を受けた。これよりかの竹薮のあった所を
嫁おどし谷と名づけ、鬼女の面は今もその所にある。
（２）
現今、「肉附面」伝説の文献は六種類存する。それ心らを大別する
と次の二つの型に分かれる。Ｈ『二十四輩順拝図会』・『嫁威谷物
語』（山科西宗寺刊、刊行年未詳）・『嫁威肉附之面由来』（吉崎
の西念寺縁起、著作年未詳）・『越前古跡拾集記』（著者、著作年
未詳）等では、夫婦ともに健在で、老母は嫁が吉崎参りの帰り道に
待ち伏せして脅かすのである。口『嫁威肉附面略縁起』（吉崎の願
慶寺の縁起、刊行年未詳）・『浄林寺縁起』（山十楽、著作年未詳）
では、夫及び子供が死んで嫁が残り、老母は嫁が吉崎へ行く途中の
道で脅かすのである。
『二十四輩順拝図会』（以下「図会」と記す）は「肉附面」の由
来に関する文献の中で、唯一刊行年が明記されており、前篇には「享
和三年癸亥春新刻」とある。著者了貞は頭書の部分で八か条の凡例
を記しているが、そのうち第七条で「（前略）今先書の載する所を
か
な
皆集し、国字俗文なほ加ふるに図画をもってせるは、童蒙婦女の視
Z９
やすからんが為なりごと述べている。同書収載の「肉附面」伝説の
出典は如何なる文献に依拠したのか、それは未詳である。しかし先
行書の存在は当然考えられる。関山和夫氏は「吉崎願慶寺の『碩嫁
威
肉
附
面
縁
起
』
の
如
き
は
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
二
に
開
版
さ
れ
て
以
来、貞享二年（’六八五）・文化十一年（一八一四）に改刻し、大
正
・
昭
和
と
版
を
重
ね
て
昭
和
四
十
一
年
に
は
二
千
二
百
版
に
及
ん
で
い
る
。
（中略）「嫁威肉附面」の話が歌舞伎化されて上演された記録で古
い
の
は
、
寛
政
十
一
年
二
七
九
九
）
八
月
・
大
阪
中
ノ
芝
居
の
辰
岡
万
作
作
皆
の
な
ど
こ
み
よ
の
お
ど
し
鰹
に
旧
『雪国嫁威谷』である」と指摘しておられる。従って、『図〈室』成
立以前に既に「肉附面」伝説は人口に謄灸されつつあったと言える
であろう。
さて、『図会』収録の「肉附面」伝説を細部にわたり検討を加え
る
と
、
幾
つ
か
の
問
題
点
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
は
、
夫
婦
と
も
農
民
で
篤
い
信心者であり、事件発生の時期を文明四年（’四七一一）二月二十日
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
月
日
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
全
く不詳である。この年の正月ごろ、蓮如は門徒たちの吉崎群参を禁
４山しているのである。第一一に、｝」の伝説の背景には真宗（一向一摸）
と天台宗・白山信仰諸寺（平泉寺・豐原寺など）との対立が窺える
の
で
あ
る
。
白
山
を
信
心
し
て
い
る
者
は
心
の
よ
く
な
い
者
で
あ
り
、
必
ず
罰
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
条
件
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
老
母
の
口
を
通
して白山権現を登場させ、遂には白山権現の代弁者である老母が真
宗
の
仏
罰
を
蒙
り
、
顔
に
か
ぶ
っ
た
鬼
の
面
が
取
れ
な
く
な
る
。
面
を
取
る
た
めに塗炭の苦しみを受ける。その結果、女人救済が語られているの
である。第三に、蓮如の教化を受けた老母に、蓮如は御文一章を撰
述
し
与
え
た
と
い
う
。
「
か
な
ら
ず
ノ
ー
極
楽
へ
ま
ゐ
り
て
う
つ
く
し
き
ほ
と
け
と
は
な
る
べ
き
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
第
四
に
、
老
母
に
脅
か
さ
れ
た
嫁
は
一
目
散
に
逃
げ
去
っ
て
お
り
、
信
仰
に
よ
る
強
固
な
信
念
は
説
か
れ
て
い
な
い。当然、唱え言葉もない。第五に、結末において「嫁おどし谷」
地
名
由
来
が
語
ら
れ
て
い
る
。
｜方、吉崎の願慶寺蔵『嫁威肉附面略縁起』の粗筋は次のとおり
である。越前国十楽村に住む農民の与三次の先祖は、日山城主の日
山治部右衛門の家臣吉田源之進である。落城後、十楽村にとどまり
さ
よ
百姓となった。与一一一次の妻は清といい、男の子一一人いたが与一一一次及
び二子は病死、その後、妻の清は無常を感じ蓮如上人の勧化を受け
た
。
邪
見
な
心
の
老
母
（
姑
）
は
嫁
の
吉
崎
参
り
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
、
祖
先
伝
来
の
鬼
の
面
を
か
ぶ
り
、
白
い
か
た
び
ら
を
着
て
往
来
の
も
の
す
ご
い
小
谷
は
で
待
ち
伏
せ
脅
か
し
た
。
嫁
は
「
食
ま
ば
食
め
喰
は
ば
喰
へ
金
剛
の
他
力
の
信
は
よ
も
や
食
む
ま
じ
」
と
口
ず
さ
み
、
念
仏
を
唱
え
吉
崎
へ
向
か
っ
た
。
失
敗
し
た
老
母
は
帰
宅
後
、
面
を
取
ろ
う
と
し
た
が
、
面
は
顔
に
ひ
つ
つ
き
痛
く
て
取
れ
な
い
。
嫁
に
告
白
し
、
嫁
に
勧
め
ら
れ
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
と
、
面
は
落
ち
、
手
足
も
自
由
に
な
っ
た
。
老
母
は
徴
悔
し
、
嫁
と
と
も
に
蓮
如
上
人
の
勧
化
を
聴
聞
し
て
門
徒
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
肉
附
面
は
願
慶
寺
の
開
基
祐
念
坊
に
授
け
ら
れ
、
以
来
当
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
谷
は
「嫁おどしの谷」と名づけられた。
本
話
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
冒
頭
、
夫
と
先
祖
並
び
に
子
供
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
鬼
の
面
が
武
士
の
子
孫
ら
し
く
祖
先
伝
来
と
記
し
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
嫁
の
清
は
信
仰
に
よ
っ
て
意
志
が
強
く
、
鬼
女
姿
の
老
母
に
出
会っても怖れていない。現代の昔話・伝説に必ず語られる「食まば
食め……」の唱え一一一一口葉が初めて用いられている。第四に、本話の筋
書きが、現代の口承文芸に大きな影響を与えているのである。第五
2０
に
説
教
に
よ
る
伝
播
が
顕
著
で
あ
る
。
ニ
ロ
承
文
芸
「
肉
附
面
」
の
伝
承
蓮
如
を
め
ぐ
る
寺
院
の
説
教
話
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
、
吉
崎
の
嫁
お
ど
し（肉附面）といっても過言ではない。民俗学者関敬吾氏の『日本
５
昔話大成』では笑話として扱い、その話型（一一一九八）を次のように
挙げている。
１姑が嫁を憎んで鬼の面をかぶっておどすが嫁は恐れない。
２
面
が
姑
の
顔
に
つ
い
て
は
な
れ
な
い
。
３
嫁
が
寺
に
連
れ
て
い
っ
て
経
を
上
げ
る
と
と
れ
る
。
そ
れ
か
ら
二
人
は
仲よくなる。
その分布は青森県から鹿児島県まで全国二十一県に及んでいる。
しかし、未調査、未報告地域が偏っており、特に関東地方は一都六
県のうち、茨城県の事例一話のみであり、次いで北陸地方も石川県
の事例一話だけである。比較的採集報告の少ない昔話といえよう。
「肉附面」は断じて笑話ではない。とりわけ真宗王国といわれる北
陸では、語り手の真箪な態度や語り口、更に篤い信仰等から考究す
ると、笑話としての要素は皆無である。また愚人證としての性格も
薄弱である。「肉附面」は元来、蓮如上人が越前国吉崎御坊に在住
のみぎり、ある村の信心深い嫁が信心嫌いの姑の迫害を排除して行
き、後に姑も信者になったという筋書きが基本である。型としては
「嫁と姑」なのであるが、吉崎御坊に結びつけて語られており、当
地方では蓮如伝説とされているものである。右に掲出した話型は、
事件の発端部、すなわち、如何なる理由で姑が嫁を憎むのか、その
訳
が
欠
如
し
て
い
る
。
モ
チ
ー
フ
の
第
一
は
「
嫁
が
吉
崎
の
寺
に
毎
晩
参
詣
す
る」ことなのである。語り手は単なる「寺参り」とか「蓮如参り」
というような言い方をする場合が多い。右の話型の１．２の内容が
展開部であり、３の内容が結末部なのである。
私の手許には、石川県内で採集された「肉附面」の類話が十五例
ある。いずれも姑と嫁の対立を浮き彫りにして、嫁は善玉、姑は悪
玉として語られている。左に二話の梗概を示す。
・金沢市新保本ｌものすごく怖い邪険な姑は寺参りが大嫌いで
嫁はものすごい後生願いで吉崎の蓮如のいる寺へ行く。姑はやめさ
せようと、何升、何升とを畷けと夜なべ仕事を出すが、嫁はさっさ
と済ませ、寺参りに行く。姑は面憎くなり、鬼の面を買ってかぶり、
竹薮に隠れ、夜中に寺から戻る嫁を脅かした。嫁は一つもあわてず
「金剛の信心に歯が立たん」というと、婆はびっくりした。婆がか
ぶ
る
面
は
引
つ
つ
い
て
取
れ
な
い
の
で
、
嫁
は
婆
を
連
れ
吉
崎
へ
行
く
。
蓮
如
の話を聞き、婆が我を折って発心したら面が取れたという。（『金沢
の昔話と伝説』）
・
羽
咋
郡
富
来
町
ｌ
与
三
次
の
婆
は
邪
険
な
人
で
嫁
が
吉
崎
の
蓮
如
の
話
を聞きに毎晩行くのを憎たらしく思い、たくさんの仕事を出す。嫁
は仕事を済ませ参りに行く。ある夜、婆は昔から伝わっている恐ろ
しい鬼の面を蔵から出し、白い着物を着て、吉崎へ行く途中の竹林
で待ち、吉崎から帰る嫁を脅かした。嫁は「食らわば食らえ金剛の、
信心なよもやはぐまい」といった。嫁が家に帰ると婆はおらず探し
に行く。婆は竹林のところで面を取ろうとするが取れない。嫁は婆
を連れて蓮如のところへ行き、話を聞くと面が落ちた。（『能登富来
町昔話集』）
信仰嫌いの姑は信心の篤い嫁が毎夜のように蓮如参りを行なうの
２Ｚ
を憎み、立腹して、無理な夜なべ作業をたくさん課して邪魔をする。
米や麦を石臼で一升、｜｜升、三升、四升などと硯かす量をふやすと
いう語りが＋例で最も多い。真宗が目標とする門徒は農民であり、
農村地帯を中心として「肉附面」伝説が伝播されたことを物語って
いる。近世の寺院縁起では夫あるいは子供のことが記述されている
が、現在の口承文芸ではおおむね欠如している。事件発生の具体的
な年代も語られていない。嫁が吉崎御坊からの帰り道で姑に脅かさ
れたという語りが九例あり、これは真宗本願寺派西念寺の縁起に基
づく伝承である。嫁が吉崎御坊へ行く途中の道で姑に脅かされたと
いう語りが六例あり、これは真宗大谷派願慶寺の縁起に依拠した伝
承である。明らかに二つのタイプが伝承されているのである。
次に、語りの内容を小項目で整理すると、老婆（姑）がかぶった
鬼の面は、先祖代々の鬼の面が家の蔵にあったとするのが二例、鬼
の面を買って来たというのが二例、鬼の面を自分で作ったというの
が一例、鬼の面の出所不明とするのが十例である。また、老婆が鬼
の面をかぶり白い着物を着て行ったという語りが二例、老婆は竹薮
に隠れて待ち伏せしたという筋が十例、更に鎌も持って脅かしたと
いう話が三例となっている。最も顕著な事例は、老婆に脅かされた
嫁は信心深く、何も恐れない。それは唱えことばの実践にある。大
の
か
同小異であるが「呑みたか呑め、噛みたか噛め、金剛の信に歯が立
た
ん
」
と
唱
え
て
い
る
の
が
十
四
例
あ
り
、
唱
え
こ
と
ば
の
欠
如
が
一
例
と
な
っている。老婆がかぶった面が取れた理由とその場所は、嫁が老婆
を吉崎の寺へ連れて行き、蓮如にお経をあげてもらう、または話を
聞くというのが十三例で圧倒的に多く、嫁が一生懸命に念仏を唱え
たら婆のかぶった面が取れたというのが一例、場所不詳が一例とな
「肉附面」伝説はいったい誰がもたらしたのであろうか。という
問いに対して、話者の回答は、大別すると、①親から聞いた、②近
所の年寄りから聞いた、③近所の寺院で僧侶から聞いた、④自分自
身が吉崎へ行って、西念寺あるいは願慶寺の住持から聞き、所蔵さ
れている肉附面も見た、の四種が存するのである。殊に、僧侶の説
ぼ
ん
こ
さ
ん
教が本話の伝承・伝播に大きな影響を与えている。それも報恩講の
時に説教僧から聞いたという場合が非常に多い。説教僧に次いで村
（町）の古老も重要な伝達者の役割を担っているのである。門徒が
語る蓮如伝承のうち、「肉附面」伝説には白山信仰は全く語られて
いない。更に、御文（御文章）の言葉も説かれていないのである。
な
お
、
小
論
は
紙
幅
の
都
合
で
他
の
寺
院
縁
起
等
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
った。詳論は後日を期したいと思う。
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４御文（御文章）文明五年十二月日の条参照。
５第八巻笑話一、第十一巻資料篇、角川書店刊による。
（金沢工業大学教授）
っている。前掲の話型３に示した如く、結末部において、嫁と姑の
二人が仲よくなったかというと、その部分の語りはないのである。
「今でも吉崎の寺に肉附面はある」と結ぶのが六例となっている。
結
び
に
か
え
て
2２
